


ごあいさつ……2024年のTAKARABUNE

　別所沼に建つヒアシンスハウスの会からスピンオフしたアートフォー
ラムが、わたしたちSMF（サイタマミューズフォーラム）の出自です。
　当初は連携美術館による文化庁の助成をたよりにミュージアムタウ
ン構想の推進、美術館・博物館活動整備事業などを目的に行う事業
の実行部隊として活動してきました。
　そして2013年、会則を作り、会員を募り、会費を集め、毎月フォーラ
ムを開催し、その決議によって運営する団体として自立します。
　翌年、町議会でも使われるという、象設計集団設計による宮代町
立コミュニティセンター進修館の不思議な空間の中で「アートのまつ
り」を開催しました。思い返せばそれがSMFの成人式だったのかもし
れません。このおまつり、宝船展と名前を変え、今やSMFを象徴する
イベントとして成長しました。

　十年一昔。
　自立してからの10年を機に昨年は宝船をローマ字表記に改
め、今年は一昔前の進修館での「アートのまつり」を想い出しながら
TAKARABUNEに「漕ぎ出したアートのまつり」とサブタイトルをつけ

をスーピにいがた、め集をらけかの夢の年昨たいまに」もく「。たしま
はめ込むための船出なのかもしれません。

　宝船展は実現したいアートプロジェクトの素を夢として自由に語り
表現するアンデパンダン形式の展覧会でした。ローマ字になってもそ
の趣旨は引き継ぎます。
　美術、デザイン、建築、文学、音楽、ダンス、パーフォーマンス、ワー
クショップ等 。々プロ、アマ、経験を問わず、分野も問わず、多士済々の
表現でここ埼玉県立近代美術館一般展示室を埋めつくし、一堂に会
し、語り合う年に一度のイベントです。
　見巧者のあなたも、ちょっと立ち寄ったあなたも、もし会場で隣に
いた人に声をかけたら、その人はそこに展示された作品の作家だっ
たかもしれませんし、その作品に心を奪われた鑑賞者の一人だった
かもしれませんが、その会話からこれまで見ることがなかった新た
な世界が現れてきたのではないでしょうか。会場では出展者が自作
を語るアーティストトークの時間もありました。展覧会は終わりました
が、この小冊子のページを捲りながら、もう一度TAKARABUNEの
作品それぞれを振り返り、新たな世界をお楽しみください。

三浦清史（SMF代表、建築家）
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澤美香　《平等にアートを楽しめる未来　鉄壁と自由》
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2　イイジマ フヒト　《ダイダラボッチ世界歩行プロジェクト番外編》
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3　石﨑幸治　《錯視》
 

錯視     石﨑幸治 
 
我々が物事を見るときに、事実と違って見える現象を錯視という。長さや形が事実とは違 って見えること
がある。何も描かれていないのに存在するかのように見えることがある。錯視がなぜ起るか、まだ分かってい
ないことが多い。現実を理解しようとするときに、理性が及ばない脳の無意識の働きがあるようである。「目
に写って脳が見えたと認識しても存在するとは限らない」ということが作品のテーマである。 

 
 

 錯視陶器 
 

       
 
        手前の陶器と鏡に写った陶器の色とハートの向きに注目して下さい。 

錯視写真 

                 
エイーレンシュタイン錯視  縦線と横線が切れて交わっていない所に、明るい白い円が見える。 

          
ヘルマン格子錯視  白い線が交わる部分に薄ぼんやりと黒っぽい影がチラチラと見える。 

                     
きらめき格子錯視  線が交わる所にある円の中に、黒い点が見えたり消えたりする。 

 
作者連絡先 石﨑幸治（いしざきこうじ） ikkst@yahoo.co.jp 
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生まれ変わる－

－ －

ｶﾄｳ ﾉﾘｺ

腕の機能は元にはもどらない
だとしても…
アクシデントを奇貨として
この作品が生まれたことは
一つの喜びと言っていい

身体は意識より先を行く
アクシデントは身体からの教示か
だとしたら…
変わるべきは私の意識

この作品は私自身の 骨折から手術後の経緯を示す
レントゲン写真そのものだ

チタンで固定された骨は
粛々と再生し 癒合していった

5A 加藤典子



加藤子どもの造形教室＋ 「心の中のアートプラネット＋」
2023 年度に制作した主に小学生の造形作品です。アートプラネットは、心という恒星の周りを回る、造形作品だけで出来た
小さな小さな惑星をイメージし、オブジェとしてまた展示台にもなるよう制作した。
作品は年齢によってその時々の魅力を放っている。低学年は何がつくりたいのかを子どもの感性や言動から汲み取り制作の方向
性を決め、中学年以上になれば成長に適したもの作りを促したり、各自がその時々に興味ある造形を納得のいくまで時間をかけ
て制作している。十分な試行錯誤の時間は心の基礎体力を養うのではないだろうか。
また造形教室以外の個人的な活動で行った 19 人の「型取りオブジェ」の作品も含む。

●作品タイトル左上から・「思い出集め」矢澤心美 中３ ・「駅名迷路」兼安岳 小 4 ・「チョコレートパンケーキリクガメ」 毛塚隆文 小３
・「マジックボールゲーム」都丸司 小４ ・「Marble dropping craft」谷崎泰成 小６・「ソードパズル」谷崎泰成 小６
・「ジョーロのお家」佐賀陽菜子 小５ ・「海の中」 赤松育実 小 5 ・「たまごの中み」 岡崎春乃 小３ ・「トリケラパーク」都丸司 小４
・「私の心の中」 佐賀陽菜子 小５・絵本「鳥五きょうだいのお買い物」 毛塚隆文 小３ ・「べリー」 佐賀陽菜子 小５ ・「お米でサラサラ
レインスティック」 外立旺太郎 小１ ・「クルマトリョーシカ」 都丸司 小４ ・「風雲ひかる城」 篠崎晃瑠 小６ ・小学校土曜チャレンジ
スクール「型取りオブジェ」 ・「パフェ」赤松育実 小５ ・会場の様子・アートプラネット ・「お城パズル」(ハノイの塔のアレンジ)
毛塚隆文 小３ ・「たまごま」都丸司 小 4 ・「団防留城」谷崎泰成 小６ ・「紙バネカー」(参考作品) ・「青いバス」 兼安岳 小４

「あーと」「あーと」

アートの素・パントリー 自由創造ワークショップ 会場イベント

▶「アートの素(もと)・パントリー」◀とは、埼玉県の「令和 4 年度 社会とつながる文化芸術活動助成事業」を契機に、SMF
また加藤典子の活動の一つとして 2022 年秋より継続して行っているアートプログラムです。
個人や団体、地域の商店、企業など各所に眠る未活用の画材や文房具、またアート表現につながりそうな素材を提供していただ
き、集まった素材を「アートの素」と呼びます。子どもから大人まで多世代を対象にしたワークショップでは、それぞれの表現
意欲を尊重し、主体的に取り組めるような楽しい創造の時間と場の創出に努めています。造形のサポートを行う「アートの素
マイスター」(造形表現に熟達した人)はそういった視点での見守りを大切に、制作に寄り添っています。
今回はたくさんの子どもや大人が参加し「アートの素」を存分に使って制作を楽しみました。またお家でも作りたい、ほかのも
の作りでも活かしたいという方には「アートの素」をお配りしました。
オリジナルのセンスあふれる作品の一部をご紹介いたします。
この活動はこれからも皆さまからの、「社会への贈り物」をアートを通して豊かに活かして行く道を探りながら開いて行きます。

●作品タイトル左上から ・アリ捕獲器・座る人・カエル・銀色のウチワ・カナヘビ大好き・キリン・ドラゴン・クルクルヒラヒラ
・結婚 12 周年祝い・目が透明なウサギ・春の玉入れ・クルクルあたま・プレゼントのブレスレット・シマエナガ・アザラシのベッドとマクラ
・おなかすいた・タコとカエルとお花・お家・キャラ搭載飛行機・ワークショップの様子・ショベルカー
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6　シミズフローラルデザインスクール　《時を辿って》
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7 社会芸術 /ユニットウルス　《野良の藝術 2023　大地の鼓動》
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8　SYUTA（三友周太）　《誰も来ない展覧会より》

16 17
素材︓ミラーシート、 糸、 針金 / 作成年 2024 年

誰も来ない展覧会より
コロナが第5類に分類され、日常を取り戻りして約1年が経ち、来日観光客の数も2019年を
上回るようになりました。3年の間止まっていた海外作家との交流も始まり、再び世界の大海
原へと漕ぎ出す展示として、2020年4月に緊急事態宣言が発出された当時、計画していた
国際交流展が中止となった会場で、WEBのみに公開した作品を再構成しました。
ミラーシートを100色の糸で吊るしたモビールは、光の反射の白い影と黒い影がゆらゆらと揺れ
る作品。



260mm

これを元にして下の作品が
できあがりました

Dream up

君が描いた、た くさんの線。
そこには、いろんな発見が待 っ てい る。
君が見つけたモノ、見逃 したモノ。
線の先には一体何があるのだろうか？

Dream u

君が描いた、た くさんの
そこには、いろんな発見が待 っ
君が見つけたモノ、見逃 したモ
線の先には一体何があるのだろう

作品を�る�に消されてしまう下�の�。

たくさん描いた�から�切だと思う�を�ぶ。けれど

その�間は�切だと思った�も、別の時なら�うものを�んだかもしれない。

�んだ�択は状況や�情などによって��され、

そんな��な��は作品に��をもたらす。

同じモノでも�択や�点が�わるだけで、まったく異なる�界が現れる。

あなたはそれに気づいているでしょうか�

これは落書きの線からうまれた絵。

作品になる過程を動画にしてみました！
コードを読み取って過程をご覧くださいませ。
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9 suzu　《Dream up》
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10　田中清隆　《影を集めて動き出せ》
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遊遊影影装装置置かからら影影光光浴浴。。数数年年にに渡渡りり、、どどののよよううににししてて
光光とと影影をを楽楽ししむむののかかををややっってていいるるシシリリーーズズ。。

進進ももううととししてていいるる。。動動ここううととししてていいるる気気配配ののよよううなな・・・・・・・・

何何かかがが伝伝わわるるかか？？

遊遊影影装装置置かからら影影光光浴浴。。数数年年にに渡渡りり、、どどののよよううににししてて
光光とと影影をを楽楽ししむむののかかををややっってていいるるシシリリーーズズ。。

進進ももううととししてていいるる。。動動ここううととししてていいるる気気配配ののよよううなな・・・・・・・・

何何かかがが伝伝わわるるかか？？



ワークショップ@BankART Station / with 高野大夢, 由雄正恒, 仲井朋子, 渡邊愛, 柴山拓郎 
2023年9月30日の電子音響ピープルな皆さん：■電子音響
ピープル：小田浩市, 桜田しょうき, 柴山あかり, 柴山るり, 時
得里彩, 松岡尚文, 武石みどり, 伊藤芳雄, 大矢祐嗣, 吉川信雄, 
遠藤りな, 阿部尊美, 吉野香子, 吉野翼, 邱玉芬, みな, 小田雅昭, 
小田裕子, 桜田みちよ, 柴山真人　■飛び入り応援ピープル：濱
野峻行, 村田早苗, 滝沢葉子, 安田亜希子　■サポートピープ
ル：若林拓海, 小林慧悟, 渡辺亮太, 大野勇人, 高木空, 松本実
樹, 本多慎吾 
2023年10月1日の電子音響ピープルな皆さん：■電子音響
ピープル：大村倫太郎, 岡田怜子, 染谷怜奈, 染谷優大, 神保玲
子, 高田広美, 関根麻郎, 大澤貴一, 長谷川僚也, キョウコウ, 柴
山祥子, 平賀りりあ, 塚本信昭, 柴山晴, 大村英史, 大村美保, 岡
田あゆみ　■サポートピープル：天光快晴, 松本実樹, 中村陽, 渡辺亮太, 本多慎吾, 鈴木怜奈, 大野勇人　■BankART 1929の
皆さん 

ワークショップ＠ゲーテインスティテュート東京 / with 高野大夢, 由雄正恒, 新井聡真, 大野茉莉, 柴山拓郎 
2023年10月28日の電子音響ピープルな皆さん：■電子音響ピープル：千原世＋千原航, 都賀城太郎, 鈴木悠弘, 広沢純子, 邱
玉芬, Tetsuto Ozawa, イゼン, Antonia Britt, 田中栄索, 増田涼香, 増田澄恵, 凡, kazu　■サポートピープル：山根 吾朗, 菅谷
凌, 天野大介, 岩橋未有, 都留尚歩, 増渕長慶, 中村陽, 松本恭祐, 早田淳平, 本多慎吾, 松本実樹 
2023年10月29日の電子音響ピープルな皆さん：■電子音響ピープル：外川麻未, 福江一起, 加藤芙実, Taku, 伏見香蓮, 
Takuya Shinkado, Anna Shinkado, 長岡律子, 高橋乃恵実, Sarah Lee, 髙橋達二, Raiden Gunnarsson, Nomura Karin 
Gunnarsson Nomura　■サポートピープル：小松匠, 西野俊, 中窪涼介, 天光快晴, 鈴木怜奈, 真中大徳, 五十嵐万裕, 柿崎瑞
貴, 早田淳平, 松本実樹, 本多慎吾　■Goethe Institute Tokyo の皆さん 

Spacial & Spatial Live @BankART Station 出演の皆さん・2024年のプロジェクトで協働する皆さん 
■プレトーク司会：沼野雄司　■得意な才能を伸ばす教育＠東京音楽
大学で出会った皆さん：大石仁官, 中川美月, 石川元寛, 石本心夏, 城本
咲奈　■東京音楽大学作曲専攻MMC2023の皆さん：■山本爽楽, 押
元晴菜 with 下川一樹, 阿久井美沙、小川凜乃、奧野実々, キンシケツ, 
畔柳光那, 齋藤奏太, 新名真由子, 西村碧桜, 長谷川 匠, 古川菜緒　■東
京音楽大学作曲専攻MMC2022の皆さん：別府春和 with 川又有希子, 
渡辺香乃, 林原芙由子, 高橋昇嗣, 橋本朔, 井上彰, 河合俊作, 小金沢拓海　
■昭和音楽大学学生の皆さん：阿部颯志郎, 大内琉雅, 金佳珉, 椎原菜
月, 津村琴音, 森光勇多, 渡辺琉尉）　■東京電機大学理工学研究科
2021の皆さん：阿部沙也加, 半田悠樹, 橋本亮吾, 小林勝也, 久保田知

恵, 間下拓海, 永井都月, 野垣美歩, 鈴木隆潤, 坪谷 岬, 山口大雅, 吉田優理奈　■東京電機大学理工学研究科2023の皆さん：真
中大徳, 副島咲, 木村陽菜, 蛯原崇弘, 中村陽, 齋藤菜那, 伊澤明日香, 奥田京香, 小河将真, 鈴木怜奈　■東京電機大学「作曲･音
楽文化研究室」の皆さん：渡邊亮太+古林朋也 with 野島龍祐, 大島慶悟, 山根吾朗, 若林拓海, 天野大介, 天光快晴, 岩橋未有, 
都留尚歩, 中村陽, 渡邉拓海, 李少鳴, 真中大徳, 柿崎瑞貴, 松本実樹, 本多慎吾,  新井聡真、小林慧悟、山本晃輝、楊奥翔 , 小松
匠, 西野俊, 横堀岳, 増渕長慶, 中窪涼介, 大野勇人, 菅谷凌, 宮本惇希, 蛯原崇弘, 鈴木怜奈, 五十嵐万裕, 松本恭祐, 早田淳平, 高
野大夢）■東京電機大学学部2年生チームの皆さん：松本拓都, 神谷風樹 田中俊輔, 青木景柊, 下崎創史, 重藤怜, 高木空　■ス
ペシャルゲスト：小坂直敏　■2024年のプロジェクト協働の皆さん：ルドガー･ブリュンマー, 石井紘美, ベンジャミン･ミ
ラー, ナタナエル･ラボワソン+オリビエ･ラマルシュ, ヴァンサン･ロブフ, 成田和子　■スウェーデンで協働する皆さん：アンド
レ･ホルザプフェル, デレク･ホルツァー, ヘンリク･フリスク

■主催：電子音響ピープルプロジェクト2023-2025実行委員会　■協力：BankART1929、ゲーテインスティテュート東
京、ZKM | Zentrum für Kunst und Medien Karlsruhe　■助成：アーツカウンシル東京（芸術文化魅力創出助成）、かけ
はし財団、朝日新聞文化財団、科学研費基盤研究(C)先駆的芸術音楽の多様な人々との共創を目的とした創造的フィールドの
デザイン(19K00227)、幾何学的関係に基づく音律統合理論の構築による空間的サウンドインスタレーション制作
(20K12126)、東京電機大学「作曲･音楽文化研究室」　■後援：先端芸術音楽創作学会、Saitama Muse Forum (SMF) 、
日本電子音楽協会（JSEM)、SuperDeluxe　■運営：東京電機大学理工学部情報システムデザイン学系「作曲･音楽文化研究
室」　■デザイン：(有)アームズ 

　電子音響ピープルプロジェクトは、2022年
秋から活動を再開するための準備に取りかか
り、2023年から2025年の3年間にわたるプロ
ジェクトを立ち上げました。9月30日･10月1
日にBankART Station、10月28日･29日に
はゲーテインスティテュート東京でワーク
ショップを実施しました。新井聡真、高野大
夢、渡邊愛、大野茉莉、仲井朋子、由雄正恒
の各氏と、電子音響ピープル代表の柴山拓郎が
講師を務め、延べ112名の皆さんとともに電
子音響音楽を作りました。 　  
　TAKARABUNE2024ではその活動記録映像
と、レバーを回すことで全参加者の完成作品からひとつの電子音響音楽作品が生み出される「パラレルオルゴー
ル」（天光快晴+鈴木怜奈+大野勇人+柿崎瑞貴）を展示しました。 

ワークショップを終えたあとは、講師を務めたベテラン
ピープルが、参加者の完成作品や音響素材を用いて事後協
働制作作品として8曲の新しい電子音響音楽を完成させ、
2024年2月17日と18日にはライブを行い、東京電機大
学、昭和音楽大学、東京音楽大学の学生チーム、東京都教
育委員会主催「得意な才能を伸ばす教育」に参加した高校
生チームによる作品を BankART Stationで初演しまし
た。各日とも、沼野雄司氏（音楽学･桐朋学園大学教授）
を司会に迎えたプレトークを行い、日本でのワークショッ

プ講師を務めた作曲家だけでなく、2024年にドイツとフランスで実施するワークショップの講師を務める、ルド
ガー･ブリュンマー（カールスルーエメディアアートセンター／Herz Labo教授）、石井紘美（作曲家･ドイツ在
住）、ベンジャミン･ミラー（作曲家･ドイツ在住）、ナタナエル･ラボワソン+オリビエ･ラマルシュ（作曲家･ア
クースモニウム演奏家）、ヴァンサン･ロブフ（作曲家･Festival Futuraディレクター）、成田和子（作曲家･同志
社女子大学教授）のほか、特別ゲストの小坂直敏の各氏による「ベテランピープル」による作品も上演し、ライブ
の会場設営された16個のスピーカーから構成されたアクースモニウムから、作品を立体的に空間投影しました。 

電子音響ピープルプロジェクト2023‒2025関連企画 
BankART Life 7 への参加 @BankART Station 
・サウンドインスタレーション展示（2024.3.14‒6.9) 
・サウンドスケープ･サウンドモンタージュワークショップ（2024.4.21) 
・ラウンジライブ（2024.5.26) 

ワークショップ 
・ワークショップ＠ストックホルム舞台芸術美術館 (2024.6.16)  
・ワークショップ@ZKM(カールスルーエメディアアートセンター) (2024.7.18) 
・ワークショップ＠Festival Futura (2024.8.22) 
ドイツ公演@ZKM (2024.9.13) 
東京公演@ゲーテインスティテュート東京 
・シンポジウム（2024年10月12日‒28日（アーツカウンシル東京/芸術文化創造助成事業） 
・サウンドインスタレーション展示 
・Spacial&Spatial Live (2024.10.26‒27)　 

11 電子音響ピープルプロジェクト　《電子音響ピープルプロジェクト2023-2025 活動報告》
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12　中村 元　《甲辰祭》

 
TAKARABUNE2024 漕ぎ出したアートのまつり  

「エントリーシート」    SMF会員 中中村村  元元 

 
くもをつかんで、たがやして、私の夢のかけらをくもに蒔いた、蒔いた、蒔いた。 
私が蒔いた夢のかけらは、彩豊かに実り、いまかいまかと収穫される「そのとき」 

を待っているのだ。さあ、そのときが来た。 
蒔いたものは収穫し、それを供えるために船に載せ、「ハレ」の場に向かうのだ。 
そこには、アートの神がいて、供え物を広げ、愛でて、会場に集まった人々で華やぐのだから。 
私が供えた収穫物は、それぞれの雲の耕作地で収穫した唯一無二のもの。 
それらが集まる「非日常」の宴が始まるのだ。 

私の収穫物は、カケラを紡いだもので、磨きをかけて仕立て上げたものなのだ。 

色んな人と出会える「非日常の宴」は、あっという間に楽しい時間が過ぎて、 

静かに日常に戻っていく。でも、そこで終わりではない。 
まつりのあと、私は新しいカケラたちと出会えるのだから。 

 

「甲辰・ブレイキン2024」  

多くの観客の熱気を巻き込みながらブレイクダンスする辰の生命力を表現した。 

今年の 2024 年パリ五輪に、正式競技になる「ブレイキン」。選手がみんなイキイキしてて、 

見ているとワクワクする。 

 

TAKARABUNE2024 漕ぎ出したアートのまつり 
「「甲⾠祭」」  

 
1940 年の干支は辰だった。あれから十二支が 7 回めぐり、今年 2024 の干支は辰。 
私は時の巡り合わせを勝手に感じていた。今年の干支 60 年ぶりの甲辰(きのえたつ)。 
人生で二度目の甲辰。 
今年のテーマは、祭にしようと決めてから、幸運を積んだ船をたくさん作って、あら

ゆる方向に漕ぎ出した。そんな祭の名を「甲辰祭」と名づけた会場で、 
思った以上の幸運の力を私は受け取った。 
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14 西尾路子　《まちがえた欠片と端材による形たちの考察》

28 29

欠片はカケラのままでは居られない
遊ぶのは切れ端、木っ端、それぞれ 

形たち になった、希望と 夢空間 

まさか、せん(戦・船)車 もどき 

お手上げか、威嚇するのか 

 

 

 

 

 

 

逃げ惑い、闘いながら 

漕ぎ出す 未来に・・・ 

万歳するの～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カケラは たんと いるからね

EEnnjjooyy  LLiiffee  



ははたた みみきき 「「ババーーススママーークク≒≒ヘヘビビととネネココ ≒≒ 」」 

 

制制作作年年

制制作作日日数数 日日

材材質質 写写真真パパネネルル油油性性ペペンン

「「漕漕ぎぎ出出ししたたアアーートトののままつつりり」」とと出出展展作作品品のの関関わわりり

「「 ゆゆめめののかかけけららををくくももににまま
くく」」のの終終了了直直後後かからら構構想想ししてていいたた。。ずずっっとと引引ききずず
っっててききたたモモヤヤモモヤヤをを視視覚覚化化ししたた。。

作作品品制制作作ににままつつわわるるエエピピソソーードドななどど

ババーーススママーークク、、生生ままれれたた印印。。ナナチチュュララルルななタタトト
ゥゥーー。。そそれれはは、、いいつつもも私私のの足足ににいいてて、、たただだそそここにに
ああるる。。そそれれをを一一度度もも好好ききににななっったたここととははなないいけけれれ
どど。。
ここれれがが私私ののスストトーーリリーー。。私私ののエエッッセセンンシシャャルル。。

生生ままれれたた瞬瞬間間かからら、、今今、、そそししてて死死ぬぬままでで。。私私がが私私
でであありり続続けけてていいるるもものの。。ずずっっとと認認めめらられれななかかっっ
たた、、ままぎぎれれももなないい私私ののシシンンボボルルでですす。。
私私のの大大切切なな人人たたちちはは、、そそれれににつついいてて何何もも言言わわずず

私私をを見見守守っっててくくれれてていいままししたた。。 好好意意的的無無関関心心
（（良良いい意意味味でで、、見見てて見見ぬぬふふりり））、、にに関関心心をを向向けけてて
ももららええたたらら嬉嬉ししいいでですす。。

私私のの左左足足ににはは、、広広くく赤赤アアザザ（（血血管管腫腫））ががあありりまますす。。

生生ままれれつつききののアアザザでですす。。痛痛みみははあありりまませせんん。。

身身体体にに支支障障ははあありりまませせんん。。見見たた目目だだけけのの問問題題でですす。。

小小ささいい頃頃かかららずずっっとと、、ずずっっととココンンププレレッッククススででししたた。。

ももししもも、、私私ががヘヘビビだだっったたらら、、柄柄ののああるるヘヘビビ。。

ももししもも、、私私ががネネココだだっったたらら、、ぶぶちちネネココ。。

誰誰もも私私ににアアザザががああるるななんんてて、、指指摘摘ししなないいででししょょうう。。

アアザザにに気気付付くくここととももなないいででししょょうう。。

そそんんなな世世界界だだっったたららいいいいののにになな……。。

考考ええ方方をを変変ええててみみよよううとと思思いいまますす。。

私私はは、、すすででにに生生ままれれつつきき、、アアーートトをを持持っってていいるるんんだだとと。。

私私のの身身体体はは、、そそれれ自自体体ががアアーートトななんんだだとと。。

アアザザをを隠隠すすののででははななくく、、向向きき合合いいななががらら。。

自自分分のの不不完完全全ささをを完完全全にに受受けけ入入れれらられれななくくててもも、、受受けけ止止めめ

てて生生ききたたいい。。

ははたた みみきき 「「ババーーススママーークク≒≒ヘヘビビととネネココ ≒≒ 」」 

 

制制作作年年

制制作作日日数数 日日

材材質質 写写真真パパネネルル油油性性ペペンン

「「漕漕ぎぎ出出ししたたアアーートトののままつつりり」」とと出出展展作作品品のの関関わわりり

「「 ゆゆめめののかかけけららををくくももににまま
くく」」のの終終了了直直後後かからら構構想想ししてていいたた。。ずずっっとと引引ききずず
っっててききたたモモヤヤモモヤヤをを視視覚覚化化ししたた。。

作作品品制制作作ににままつつわわるるエエピピソソーードドななどど

ババーーススママーークク、、生生ままれれたた印印。。ナナチチュュララルルななタタトト
ゥゥーー。。そそれれはは、、いいつつもも私私のの足足ににいいてて、、たただだそそここにに
ああるる。。そそれれをを一一度度もも好好ききににななっったたここととははなないいけけれれ
どど。。
ここれれがが私私ののスストトーーリリーー。。私私ののエエッッセセンンシシャャルル。。

生生ままれれたた瞬瞬間間かからら、、今今、、そそししてて死死ぬぬままでで。。私私がが私私
でであありり続続けけてていいるるもものの。。ずずっっとと認認めめらられれななかかっっ
たた、、ままぎぎれれももなないい私私ののシシンンボボルルでですす。。
私私のの大大切切なな人人たたちちはは、、そそれれににつついいてて何何もも言言わわずず

私私をを見見守守っっててくくれれてていいままししたた。。 好好意意的的無無関関心心
（（良良いい意意味味でで、、見見てて見見ぬぬふふりり））、、にに関関心心をを向向けけてて
ももららええたたらら嬉嬉ししいいでですす。。

私私のの左左足足ににはは、、広広くく赤赤アアザザ（（血血管管腫腫））ががあありりまますす。。

生生ままれれつつききののアアザザでですす。。痛痛みみははあありりまませせんん。。

身身体体にに支支障障ははあありりまませせんん。。見見たた目目だだけけのの問問題題でですす。。

小小ささいい頃頃かかららずずっっとと、、ずずっっととココンンププレレッッククススででししたた。。

ももししもも、、私私ががヘヘビビだだっったたらら、、柄柄ののああるるヘヘビビ。。

ももししもも、、私私ががネネココだだっったたらら、、ぶぶちちネネココ。。

誰誰もも私私ににアアザザががああるるななんんてて、、指指摘摘ししなないいででししょょうう。。

アアザザにに気気付付くくここととももなないいででししょょうう。。

そそんんなな世世界界だだっったたららいいいいののにになな……。。

考考ええ方方をを変変ええててみみよよううとと思思いいまますす。。

私私はは、、すすででにに生生ままれれつつきき、、アアーートトをを持持っってていいるるんんだだとと。。

私私のの身身体体はは、、そそれれ自自体体ががアアーートトななんんだだとと。。

アアザザをを隠隠すすののででははななくく、、向向きき合合いいななががらら。。

自自分分のの不不完完全全ささをを完完全全にに受受けけ入入れれらられれななくくててもも、、受受けけ止止めめ

てて生生ききたたいい。。

15　はた みき　《バースマーク≒ヘビとネコ　Birthmark ≒ Snake and Cat》
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RECORD_T49
NEO 印象派プロジェクションアート

「時を観る」シリーズのひとつ。黄・青・赤色の
ドットが動くことで視覚的に色、モアレ模様、
奥行きが変化する。「NEO印象派」のようなデジ
タルアート作品になった。

YouTube

ダンスとデジタルアートのコラボレーション
「時をテーマにした映像作品」と共に「今 ～ 或いは家族を送り出すことへ」をダンスで考察する試みです

パフォーマンス「地母神 YAMAMBA」踊り：蒼浩人・布彫刻：立松節子

YouTube

2024 年 3月 31 日　会場：埼玉県立近代美術館 B1

D a n c e  m e e t s  D i g i t a l  A r t

withダンス
デジタルアート 振付：藤井香

出演：江積志織・海保文江・佐々木春呼・松元日奈子
デジタルアート作品：菱田祐一郎

YouTube©Makoto NAKAMURA 2024

布彫刻のラストシーン

当日たまたま実現したコラボレーション

社会芸術 /ユニット・ウルス

SYUTA

踊り & デジタルアート
2024 年 3 月 31 日　会場：埼玉県立近代美術館 B1

©Makoto NAKAMURA 2024
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16 菱田祐一郎　《RECORD_T49  NEO印象派プロジェクションアート》



17　藤井香 with 菱田祐一郎　《今〜或いは家族を送り出すことへの考察》

Dance meets Digital art 

作品解説 
抱きしめたい気持ちをグッとこらえ、傷心の娘を送

り出してしまったことが、ずっと心残りでした。その

時点に戻れるわけもなく、時はそこで止まっていま

す。そこで、「家族を送り出すことへの考察」をダン

スにしようと思いました。

このダンスが、菱田さんの『今・今・今を築く』デジ

タルアート作品と融合したとき、ダンスのモチーフ

はより鮮明に打ち出され、同時に、時を進めようと踏

み出すエネルギーが生まれました。

「ダンスと一緒に何かできたらいいですね。」と菱田

さんに声をかけて頂いたのが2年前の宝船展です。 彼

の「時を観る」デジタルアート作品を飽かず眺めてい

た時でした。 

それから 2 年が経ち、「時」の縛りを受けるダンスの

テーマが生まれ、ダンスとデジタルアートのコラボレ

ーションとして出展することになりました。

 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

プログラム 
「今 ～或いは家族を送り出すことへの考察」 
1．別離について 

2．思い出    

3．あなたのいた部屋    

4．もしも 離れずにいたら… 

5．あの時 あなたを抱きしめておけばよかった 

出演：江積志織  海保文江  佐々木春呼 

 松元日奈子 

デジタルアート：菱田祐一郎 
振付：藤井 香 

←←  パフォーマンス映像 
映像制作：菱田祐一郎 

[写真] 
前ページ上から 
2.思い出 
1.別離について 
5.あの時あなたを抱き 
しめておけばよかった 

 
ページ上から 
3.あなたのいた部屋 
4.もしも 離れずに 

いたら… 
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18 M.HONDA　《花だけではない、華を描く》

36 37

いつもどこかに華が咲いていると思うと
嬉しくなってきます。
そして華を探しに出掛けたくなります。

海⾵と砂が造った華

花だけではない、華を描く。

冬のシジュウカラ
ハナミズキの実を探しに
来たのだろうか。しかし
近くに実は確認出来ません。
しぶとく残った枯葉と、
春に備えて準備している
花芽があるだけです。
近所のベランダに絡まる
ツルウメモドキを教えて
あげたい。

出先での雪が降った⽇の次の朝、名も
知らぬ池でじっと⽔⾯を睨む⽩鷺を⾒
つけました。こちらもじっと⽩鷺を⾒
つめていましたが全く動かず、我慢⽐
べで負けました。

冬の池

蟻とむくげの花
以前むくげに似た⽴葵を
描きました。むくげを調
べるとアオイ科フヨウ属
とあり、３種が似ている
のが頷けます。因みにこ
のむくげは韓国の国花ら
しい。蟻はクロヤマアリ、
どこにでもいる⾒慣れた
蟻ですが、関東型は１巣
１⼥王で、関⻄型は１巣
複数⼥王らしい。

例えば雪が造った枯れ葦の華

⽊漏れ⽇

ポタリングで府中から国分寺
に⾏った時、お鷹の道に寄り
ました。まずは中間地点にあ
るカフェでひと休み。
アイスコーヒーを注⽂し、
テラスに座り⾒上げた景⾊が
この絵です。

⾵紋

強く冷たい⾵の吹く浜辺で
砂の⾵紋を⾒つけました。
⾵と砂が作った⾃然の造形
に不思議を感じます。

M.HONDA
Mの⽔彩画ブログ

秋の季節と⾍が造った葉桜の華 波と⽔⿃が造った⽔⾯の華

暖冬のせいだろうか。
1⽉なのに紫陽花の花
が枯れないで咲いて
いる。花びらが、正
確にはがくへん、
らしいが⾊々な⾊に
変化していて⾯⽩い。
知り合いに存在を教
えてもらって、⾒つ
ける事が出来た。

冬の紫陽花

⼩笠原⽗島 ⼩港海岸近く

レンタバイクを麓に停め中⼭峠まで
登ると、結構な汗と結構な達成感を
味わえますが、標⾼110mの看板を
⾒て拍⼦抜け。しかし景⾊は最⾼。
左⼿には南島、右⼿にはこの海と独
特な岩肌が⾒えました。

⾚レンガ倉庫から⼭下公園
への道すがら、ピア象の⿐
付近で遭遇した鴨。鴨は⽔
⾯に映り込んだ景⾊を横切
り、寿という字を書いた。

揺れる⽔⾯

海

何度も描いている海ですが、今回
は⾃分としては⼤きめのサイズ。
370mm×265mmなので⽔平線
に、ほんの少しRをつけてみまし
た。直線より、少し温かい雰囲気
が出ているような気がします。

秋の桜

⾊付いた桜の葉が⾍⾷いに
なって⻘空に透けて、これ
はこれで綺麗なのですが、
調べてみると毒蛾の幼⾍が
主に⾷べるらしい。脱⽪し
た毒針⽑でも危険らしいの
で、綺麗なものには棘があ
る。という事か。

瀬⼾内の⼣暮れ

⾹川の旅で、その⽇天候に
恵まれず諦めて登った展望
台から、偶然に⾒る事の出
来た⻩⾦の⼣暮れ。思いが
けない⾃然のプレゼントに
感動しました。

展⽰⾵景秋の季節と⾍が造った葉桜の華 波と⽔⿃が造った⽔⾯の華

暖冬のせいだろうか。
1⽉なのに紫陽花の花
が枯れないで咲いて
いる。花びらが、正
確にはがくへん、
らしいが⾊々な⾊に
変化していて⾯⽩い。
知り合いに存在を教
えてもらって、⾒つ
ける事が出来た。

冬の紫陽花

⼩笠原⽗島 ⼩港海岸近く

レンタバイクを麓に停め中⼭峠まで
登ると、結構な汗と結構な達成感を
味わえますが、標⾼110mの看板を
⾒て拍⼦抜け。しかし景⾊は最⾼。
左⼿には南島、右⼿にはこの海と独
特な岩肌が⾒えました。

⾚レンガ倉庫から⼭下公園
への道すがら、ピア象の⿐
付近で遭遇した鴨。鴨は⽔
⾯に映り込んだ景⾊を横切
り、寿という字を書いた。

揺れる⽔⾯

海

何度も描いている海ですが、今回
は⾃分としては⼤きめのサイズ。
370mm×265mmなので⽔平線
に、ほんの少しRをつけてみまし
た。直線より、少し温かい雰囲気
が出ているような気がします。

秋の桜

⾊付いた桜の葉が⾍⾷いに
なって⻘空に透けて、これ
はこれで綺麗なのですが、
調べてみると毒蛾の幼⾍が
主に⾷べるらしい。脱⽪し
た毒針⽑でも危険らしいの
で、綺麗なものには棘があ
る。という事か。

瀬⼾内の⼣暮れ

⾹川の旅で、その⽇天候に
恵まれず諦めて登った展望
台から、偶然に⾒る事の出
来た⻩⾦の⼣暮れ。思いが
けない⾃然のプレゼントに
感動しました。

展⽰⾵景



19  みゃうか　《くまのきもち》
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くまたちは 

どこへ行くの？ 

 

 

和紙と灯りを使ってくまの
気持ちを表現した。 

 空 

年輪 

花火 



20　森久憲生（上尾アートセンター）　《『The archive』 in the Ageo Art Center ＃2023》
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　上尾でカフェの空き空間と空き時間を活用して上尾アートセンターという団体活動が2年目を終
えました。その活動の際に作成した配布物などをアーカイブとして集めて資料として『THE archive 
2023』in the Ageo Art Centerと題して昨年1年間の活動の記録を振り返る記録展示となりました。
その中でも代表的な活動を中心に説明いたします。
 
『喫茶芸術領域構築』展
　2年目に入りましても継続して行っている、月替わりアートメニューと称して、主に平面作品の展示を
行います。
　いろいろなアーティストの作品を月替わりで楽しんでいただくプログラムを実施いたしました。
　当日の会場には制作したDMや作家さんの作品小冊子などの展示配布を行いました。
 
『上尾ビエンナーレ』2023
　『喫茶芸術領域構築』展の作家さんたち全ての作品が最後にまとめて鑑賞できる機会を設けまし
た。複数の作家さんの作品を芸術祭のように楽しんでいただけたらと思い、企画しました。当日の会
場には制作したチラシやパンフレット、屋外展示作品など展示や配布を行いました。
 
『人力ジュークボックス』美術館出張編
　昨年に続き2回目の登場。「ブルーカメレオン」nono(Vo.)tessy(Gt.)というジャズユニットの方と営
業中の店内で生BGMでお客様に店内を過ごしてもらうという企画を行っています。演奏中はMCを
行わずジュークボックスのようにセットリストから曲をリクエストしていただくという形になっていま
す。本展示では実演を展示するという試みでした。TAKARABUNE展当日は、ボードに曲のリスト
に番号をタイトルに貼ってもらうスタイルでリクエストを受け付けました。
 
上尾アートセンター所蔵作品
　『世界一黒い絵』『デッサンを拒むデッサン像』
　上尾の地元企業コラボから生まれた作品です。世界一黒い塗料と世界一黒い布を使った作品を
アートセンターで所蔵しています。光陽オリエントジャパンさんに協力していただき実現いたしました。

その他の活動の紹介
　2023年は展覧会の会期中、毎週木曜日閉店後の店舗を開放してギャラリーのようにじっくりと作
品を鑑賞する時間を設けまして、『ナイトギャラリー』を実施しました。色 な々方との出会いの場にもな
りました。新企画としてArt Picnicを行いました。お弁当を持参して音楽を鑑賞するスタイルを確立し
ました。
　CAFE&ART AROUND AGEOでは広域展示に挑戦しました。上尾市内のカフェに協力してい
ただき店舗を飛び出して展示を行いました。
 
カフェを通じてアートを発信、そして集まる。
森久憲生（上尾アートセンター）



 

TAKARABUNE 2024 漕ぎ出したアートのまつり にて、 

新たな制作を模索して提案した。 

 

・・《《巨巨大大昆昆虫虫巣巣くくうう――旅旅にに誘誘うう虫虫たたちち 22002244》》・・は、「巨大な昆虫

を何時か作りたい。。。」 と言う思いから発想したものである。  

彫金という技法で、しかも銀という素材を用い、人間の背丈を

超えるほどの作品を作ることは今の私にはできない｡｡｡ 

 

妄想ではあるが、埼玉近美に巣くう昆虫たちの世界を画像

にしてみた。 

なかなか面白いではないか。 どうにかならないものか｡｡｡ 

ならば、周りを小さくしてみよう！  

今回の展示は埼玉近美ではなく、姫路城とのコラボ。 

新たな表現の海に漕ぎ出す思いの企画である。 

21　矢花俊樹　 《巨大昆虫巣くうー旅に誘う虫たち 2024》
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長年制作を続けている《旅に誘う虫たち》は、昆虫を観察しながらリア

リティを追及してきた。銀で作られた生体昆虫と同じ大きさの作品であ

るが、鑑賞者が自身の記憶

を呼び覚ますことがしばしば

起こる （例えば、幼少の頃、

実家の裏山で初めてミヤマ

クワガタを捕った時の興奮

を！）。それは、時空を超えた

旅に出ることに相違ない。 ©中村 元 



22　李函　（LI HANXUN）　《未来に存在している神 と々対話する礼器――手》
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　SMF（サイタマミューズフォーラム）の主催によるアンデパン

ダン形式（無審査・無償・自由出品を原則とする形式）の展覧会

「TAKARABUNE 2024」では、「エントリーシート」と呼ばれるアート

のプランをA4サイズにまとめたシートを提示することが義務付けられ

ていて、この取り組みが本展、唯一の縛りとなっています。

　そもそもは、縁起の良い夢に登場する要素を挙げた「一富士、二鷹、

三茄子」という言葉にあやかって、企画した「さんなすび展（2013年1

月）」にさかのぼります。新春に実現性を無視した夢のプランを発表し

合う機会として「三茄子（さんなすび）」を冠した展覧会が開催されま

した。当時は、挑戦的なプランを記したシートが多数展示され、ラウン

ドテーブルでプレゼンテーションするなどの交流を経て幾つかのプ

ロジェクトが実現するという現象が起こりました。このことはアートが

強固な館や優れた個人の手元から離れて、個々の市民がその立場や

力量に応じて創作し表現するSMFの活動の原動力となった、と確信

エントリーシート（夢の共有）について

しています。

　現在は先鋭的なプランというより、展示作品の説明や活動の紹介

等その内容が緩やかに変容していますが、そんななかでも相変わら

ず夢を語っているのが、今回、発表した私のエントリーシートです。こ

れは「大きな人のかたちプロジェクト」というプランで、人が自分自身の

手で実現できそうな大きさで最も大きいサイズの人物像を出現させる

アート作品の計画（案）となっています。

　情報テクノロジーの発展やAI技術等の出現で人間性そのものの価

値が揺らいでいる昨今、あえて人が便利な技術に頼らずに手動の道

具と知恵と自らの力を頼りに創り上げる人物像の存在に今後（超未来

に）希求されるアートの可能性を見ることができるのではないか、と考

えて提示しました。このプランの実現に支援をして下さる方々の出現

を期待しています。                             石上城行（SMF運営委員）

46 47
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SMF Project Artworks 2008-2024 中村　隆
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会場イベントの記録
3月27日（水）13:30 〜 13:45   ギャラリートーク：中村 隆                          5名参加
3月28日（木）13:30 〜 14:10   ギャラリートーク：森久憲生（上尾アートセンター）、足澤美香、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  社会芸術/ユニット・ウルス、中村 元、M.HONDA         8名参加
3月29日（金）13:30 〜 14:00   ギャラリートーク：みゃうか、はたみき、suzu、菱田祐一郎         10名参加
　　　　　　 14:00 〜 15:00   上尾アートセンター『アーカイブ2023』より《人力ジュークボックス》
                                           出演：Blue Chameleon　nono(Vo.)、 tessy(Gt.)          15名参加
3月30日（土）13:30 〜 14:10   ギャラリートーク：社会芸術/ユニット・ウルス、イイジマフヒト、
                                          電子音響ピープルプロジェクト、矢花俊樹、加藤典子   25名参加
                   13:00 〜 14:30　加藤こどもの造形教室＋
                                           《アートの素・パントリー》 自由創造ワークショップ         20名参加
                   14:30 〜 15:00　社会芸術／ユニット・ウルス 《野良の藝術 2023》より
                                           《蒼い鳥 ありがとう》 映像：縄文タトゥー 大島 托　映像投影：長田淳一
                                           自然幻想音：森の民　パフォーマンス：細田麻央・蒼 浩人                      30名参加
3月31日（日）12:30 〜 13:15    ギャラリートーク：シミズフローラルデザインスクール、石﨑幸治、
                                                                  電子音響ピープルプロジェクト、SYUTA、田中清隆   25名参加
                   10:30 〜 12:00   加藤こどもの造形教室＋
                                           《アートの素・パントリー》 自由創造ワークショップ                            午後の部含め40名参加
                   13:30 〜 13:50　藤井 香 with 菱田祐一郎 《今〜或いは家族を送り出すことへの考察》
                    振付：藤井香　デジタルアート：菱田祐一郎
                    出演：江積志織、海保文江、佐々木春呼、松元日奈子          65名参加
                   14:00 〜 14:30   社会芸術／ユニット・ウルス 《野良の藝術 2023》より
                                           《地母神YAMAMBA》 布彫刻：立松節子　踊り：蒼 浩人          45名参加
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前回と同様に会期中5日間（3月27 ～ 31日）会場に2か所のアンケートコー
ナ―を設け、来場者にご記入ご協力をお願いした。各回の来場者数／アン
ケート回収数（比率％）は、今回2024年が818名／ 84通（10.3％）、前回2023
年が717名／ 66通（9.2％）であった。今回の来場者数は101名（14.1％）増、ア
ンケート回収数は18通（27.3％）増とそれぞれ大きく伸びている。出展者、関
係者の尽力、来場者のみなさまのご協力の賜物であり、まずは感謝を申し上
げたい。以下、項目ごとに集計結果を報告いたします。

（各項目の回答数は、複数回答可の項目、複数で来られた方の代表が記入し
ている場合、また項目によって無回答の記入者もあり、項目ごとに変動しま
す。）
A どちらにお住まいですか （回答数82）
　「浦和区」が最多で25.6％、近隣区を含め「さいたま市」が52.4％、「埼玉県
内」が82.9％、「埼玉県外」が17.1％。県外のうち都内が半数以上と最多で
あった。
1 さいたま市 43（52.4％） 浦和区 21、桜区 5、大宮区 ３、中央区・南区・
西区・見沼区・緑区 各2、 北区 1
2 さいたま市以外の埼玉県 25（30.5％） 草加市 4、川口市 3、川越市・三
郷市各 2、他10市町村 各1
3 埼玉県外 14（17.1％） 東京都 6、神奈川・茨城・千葉・山口 各1
B ご年代を教えてください （回答数85）
「60歳以上」が43.5％と最多、これに「40代・50代」を加えると76.4％とな

る。次いで「就学前・小学生」が15.3％。一方で「中・高・大学生」、「20代・30代」
はあわせて8.3％ときわめて少なかった。例年の傾向として比較的年齢層の
高い来場者が多く、学生を含めて若い世代への発信の強化が望まれる。ま
た土日の「アートの素・パントリー自由創造ワークショップ」来場の親子連れ
の方々で、アンケートに記載されていない方も多く、小学生以下の来場者実
数は、これより多かったと思われる。
1 就学前・小学生 13（15.3％）  2 中・高・大学生 5 （5.9％） 
3 20代・30代 2（2.4％）
4 40代・50代 28（32.9％）  5 60才以上 37（43.5％）
C 今日は何人で来られましたか （回答数80）
「一人で」が46.3％と最多だったが、「二人で」も43.7％で「三人で」を加える

と53.7％と半数を超えた。昨年は「一人で」が62％であったので、呼びかけ
合って複数で来られる方が増えたものと推定される。
1 一人で 37（46.3％）  2 二人で 35（43.7） 
3 三人で 8（10.0％）  4 四人以上で 0（0％）
D この催しをどこでお知りになりましたか （回答数87）

出展者、関係者の口コミ、DM等の成果か「知人の紹介で」が54.0％と半
数以上を占めた。次いで「知らなかった」が20.7％であった。今回もポスター
は北浦和公園掲示板と美術館内や会場入り口のみの掲示であったので、

「ポスター掲示」の８％とあわせると、公園や美術館に来てたまたま入場した
方々が4分の1以上と推定される。「SMFホームページ」も11.5％と相応に告
知に活用されている。「チラシを見て」は5.8％であったが、今回もチラシ配布
は連携美術館やさいたま市及び周辺の主要文化施設限定の限られた配布
数であったことを考えると、Aの来場者居住地と合わせて見れば一定の効
果はあったと言えよう。年度替わりのあわただしい時期ではあったが、報道
機関への取材依頼も含めて、広報面の強化も今後の重要な課題であろう。
1 知人の紹介 47（54.0％）  2 SMFのホームページ 10（11.5％） 
3 チラシを見た 5（5.8％）
4 ポスター掲示 7 （8.0％）  5 知らなかった 18 （20.7％）
E この会場に来られた目的を教えてください （回答数99）
「展覧会を見に」が50.5％と最多、次いで「知人の作品を見に」が38.4％と

昨年の31.8％を大きく上回った。「トーク、ダンス、コンサート、ワークショッ
プ」は、このアンケートでは3.0％と少なかったが、会期全体の各イベントの
累計参加者数は累計約290名であり、来場されてこれらのイベントを楽しま
れた方は相当数に上ると思われる。

(3) あまり役立たなかった：・もう少し文字が大きいと良い。小さくて読みづ
らい。暗い所のキャプションはほぼ見えない。
(5) その他：・見ていない。あまりとらわれたくない　
(数字選択なし)：・作品に吸い込まれ活字を見ることを忘れました。
J 特に印象に残った作品や応援したい夢などがありましたら、お教えくださ
い。
（以下、先頭の丸数字は出品リストの作品番号、続く人数は当該作品を挙

げた人数、記載は自由記述欄にあった記載をそのまま記述し、記述が複数
人ある場合は「／」で区別した。また同一アンケートに複数の作品が記述さ
れている場合は各作品に振り分けた。）
・ ① 4名 足澤美香
・ ② 1名 ダイダラボッチ世界歩行プロジェクト
・ ③ 2名 錯視陶器
・ ④ 1名 石上城行氏の『大きなひとのかたちのプロジェクト』のコンセプト
がよかった。
・ ⑤ A 2名 レントゲン写真
・ ⑤ B 4名 子供たちの作品が素晴らしい、自由な発想と自由な色づかい／
じょうろのおうち ／ワークショップの横の子供達が作った作品に感動しま
した。／リサイクル リユース（⑦も）
・ ⑥ 2名 シミズフローラルデザインスクール
・ ⑦ 9名 社会芸術ユニット・ウルスをもっと応援したいと思いますね。／野
良という自然（豊か）／のらの芸術／野良の芸術／石井さんの竹のマインド
もよかった／野良
・ ⑧ 8名 三友氏の鎌の作品／印象的で素敵でした。／三友周太さんの作
品／モビールの光放映の動き、立体に興味
・ ⑨ 2名 鳥五兄弟のお買い物が絵もストーリーもすばらしい‼ ぜひ絵本
で出してほしいです。すごい‼ ／ユニコーンさんの作品を違う角度からみる
と楽しかったです。
・ ⑩ 2名 奥の光のアートはいつもきれいですね。大きな作品も小さな作品
もとってもきれいで見てあきない。（⑧、⑯、⑲も）
・⑪ 5名 電子音の不思議なミステリー／オルゴールのぜんまいをコントロー
ラーのスティックで表現しようという試みは良い発想だと思いました。あと、
ゲージを最大まで上げようとするとスティックが壊れるほど速く回すことに
なりそうな感触を受けました。／お米の音がおもしろかったです。
・ ⑫ 10名 写真／写真でいろいろ作品を作っているのがよい／祝甲辰祭の
めずらしい写真の作り方に感動しました。／スイングショット／中村元さん
の作品、お話が良かった／写真だと思わなかった。色がとてもきれいな組
合せでした。
・ ⑬ 2名 SMFのアーカイヴポスター
・ ⑭ 4名 西尾さんの作品すてきでした。／西尾さんの作品
・⑮ 5名 初見では「なんと‼ ざんしんな‼」と思ってみました。シートを読ん
で再び見ると、「私は生きる」と自己主張されている力強さを感じました。／
はたみきさんの作品を見て製作までの道のりに感動しました。／友人の生
き方に感動しました。
・ ⑯ 4名 ずっと見ていられる
・ ⑰ 3名 藤井さんたちのコンテンポラリーダンス
・ ⑱ 6名 水が美しかった、部屋にほしい。／冬のシジュウカラ／M.HONDA
さんの『花だけではない、華を描く』がとても良かった。はじめ写真に手を入
れたように見えたが水彩画であった。びっくり！
・ ⑲ 16名 みゃうか氏のくまさん作品／色がきれいでほんわかした気持ちに
なった。／みゃうかさんがいろいろ説明して下さったので楽しめました。（く
まのきもち）／みゃうかさんの和紙で作った作品がかわいらしく素敵でした
／ホッとする作品でした／枕とは知らず、人生の重荷をひっぱっていると重
い気持ちになりましたが、枕と知り安心／みゃうかさんの作品、説明して下
さったので楽しく向き合うことができました。
・ ⑳ 2名 黒い絵 光を吸収する黒、説明していただいて、なおさら楽しく見る
ことができました。／世界一黒い絵
・ ㉑ 7名 虫の形がとてもきれいになっていたのですごいと思います。／と
ても細かい造形の作品で、巨大な虫のオブジェを作るという夢も素敵だな

1 展覧会を見に 50（50.5％）  2 知人の作品を見に 38（38.4％）
3 トーク、ダンス、コンサート、ワークショップ 3（3.0％） 
4 特にない 8（8.1％）
F 今年が8回目ですが、これまでにご覧になったことがありますか （回答数
83）

昨年65.2％と最多であった「今回初めて見る」が今年は48.2％と初めて半
数を切った。継続的な開催で徐々にリピーターが増えてきていることが、ア
ンケートの記述項目からもうかがえる。出展者と来場者の双方向のコミュニ
ケーションが可能な場に向けてさらに継続・発展が期待される。
1 1 〜 2 回見た 25（30.1％）  2 3 〜 4 回見た 10（12.1％） 
3 ほぼ毎回見ている 8（9.6％）　4 今回初めて見る 40（48.2％）
G TAKARABUNE（宝船展）がプロ、アマやジャンル、団体の垣根を越えて
夢を共有する場だとご存知でしたか （回答数77）

TAKARABUNEが、団体の構成員がそれぞれの作品を持ち寄って展
示する通常の美術団体展とは異なり、誰もが参加可能で、絵画や彫刻に限
らず、それぞれの多様なアートの夢を共有する場であることを、アピールする
設問である。「知っていた」が昨年の9.1％から27.3％と大きく増えたことは継
続の成果であろう。もっとも「知らなかった」が、まだ3分の2近くを占める。今
後も継続を図って理解者を増やしていきたい。
1 知っていた 21（27.3％）  2 何となく聞いたことがある 2（2.6％） 
3 知らなかった 50（64.9％）  4 よく分からない 4（5.2％）
H 今回の展示をご覧になっていかがでしたか （回答数79）
「とてもよかった」（58.2％）と「よかった」（38.0％）で96.2％と、たいへん好

意的に評価していただいた。さまざまなプロジェクトを含めて多種多様な作
品、個性的な表現や実感のこもった作品づくりに、多くの来場者が共感して
くださったようだ。アーティストトークも作品に近づく重要な手がかりとなっ
た。一方で展示構成の若干のアンバランスを指摘するご意見もあった。
1 とてもよかった 46（58.2％）  2 よかった 30（38.0％）  3 あまりよく
なかった 2（2.5％）  4 よくなかった 0(0%)  5 その他 1（1.3％）
(1) とてもよかった：・個性的で多種多様で楽しめました。／・いろんな作
品を見せて頂いて楽しかった／・多彩な作品やパフォーマンスで美術の愉し
さが伝わってきました。／・色 な々表現を拝見できておもしろかった／・いろ
いろな作品を説明してくださったので、よく分かりより楽しめました／・発想
がおもしろかった。／・作品に作者のコメントがあって意図？が分かって良
かった
(2) よかった：・バラエティに富んで多種／・色 な々表現を見ることができて
楽しく拝見させていただきました／・会場後半部分の作家達の作品はとても
よかった。前半部にもうすこし大がかりな平面が欲しかったですが／・壁が
多いかな、もっと空間を使いきれたらよいのかな（感想です）／・子供達が
アートに触れることが出来た。
(5) その他：・いいものもよく分からないものもあった。
I 作品の脇にあるエントリーシート（夢のシート）やキャプションは作品に近
づく助けになりましたか （回答数71）
「役立った」（53.5％）、「とても役立った」 （39.5％）あわせて93.0％と多く

の方に鑑賞のヒントとして役立てていただいたようだ。一方でキャプション
の大きさ（A5判）に限りがあり、文字数が多くなると文字が小さくなることも
あって、字が小さい、暗い所では読めないなど、ご批判もいただいた。またと
らわれたくないので、見ていないなどのご意見もあった。TAKARABUNE
のような非常に多彩な展示では、背景を知って初めて伝わるものもあり、簡
潔なキャプションを作者自身の言葉で示してもらうのは必要だと思われる。
1 とても役立った 28（39.5％）  2 役立った 38（53.5％）  3 あまり役立
たなかった 2（2.8％）4 役立たなかった 0（0％）  5 その他 3（4.2％）
(1) とても役立った：・作家さん、製作者の作品づくりにかける想いにふれ
られるのは、新たな視点がふえてよかったです。／・わずかな言葉からも作
品制作の意図を理解する助けになりました。／・もっと目の高さに近いとこ
ろに大きな字で書いて貼ってほしい

と思いました。こんなにリアルなオブジェが外に飾られたら、通り過ぎる人
全員の目を引いて子供はかけよっていくのではないかと思います。
・ ㉒ 2名 骨折をすると人間はいろんなことを考えるのですね（私もやりまし
た）、それを作品にすると個性が出て同じ会場に二つあっておもしろかった
です。（⑤Aも）／未来のことをもっと知りたいと思いました。
その他：奥の部屋の作品もよかったです／それぞれ見ました。たのしかった
です。／素材のハーモニーを楽しみました!! ／空間を活かした表現、天井
が高い近美ならではと思います。（⑦、⑧、⑭も）／ゲル―が良かった。
K SMF（サイタマミューズフォーラム）やその活動についてご存知でしたか 

（回答数71）
活動に参加・協力したが昨年の3.0％から8.5％に、知っていたが同7.6％か

ら18.3％と大きく増えた。しかしながら、知らなかった(62.0%)とよく分から
ない（2.8％）がまだ3分の2近い。SMFの活動についても継続してアピール
し浸透を図る必要があろう。
1 活動に参加・協力した 6（8.5％）  2 知っていた 13（18.3％） 
3 聞いたことがある 6（8.5％）
4 知らなかった 44（62.0％）  5 よく分からない 2（2.8％）
L その他、TAKARABUNE 2024やSMFについてご意見ご感想、など、ご
自由にお書きください。
・プロ、アマチュアの作家それぞれの独創的な発想の作品やプロジェクトを
見て、現代美術の豊かさを感じた。／・これからもSMFの活動をやっていっ
てほしいと思います。／・楽しく見せていただきました。何回か見ていると楽
しみになります。作家さんの成長のようなものも感じてうれしいです。応援し
ています。／・長く続くことを望んでおります。／・楽しかったです。／・様々
なジャンルがあり、楽しかったです。／・作者の話が聞けた事は良かった／・
今後の皆様の活躍を楽しみにしています／・夢がある作品とか遊びごころが
ある作品でたのしかったです。ありがとうございました／・続けて下さい。／・
楽しかった。とても。／・作者のお話を直接聞けるので、とても良かったで
す。／・来年も来たいです。／・独創の世界を知ってもらう場として貴重です。
／・小学生から大人の方のユニークな作品に感動しました。ありがとうござ
いました。／・良い経験になりました／・創造力のすごさに感動しました。あ
りがとうございました／・今年もステキな作品をありがとうございました！／・
次回を楽しみにしています／・多角的かつ視覚だけでなく色 な々感性を楽し
める作品が多く、視る人によっていろんなツボに入る作品展だったと思いま
す。作者と受け手で感じ方が違うのもアートの良さだと思います。／・素敵な
活動をされている方 と々お話しできて楽しかったです。ありがとうございまし
た。／・ぜひ表現の場をふやして下さい／・これからも引き続き頑張ってくだ
さい！毎回楽しく拝見しています！

　貴重なご意見や励みとなるあたたかいお声を多数お寄せいただき、まこ
とにありがとうございました。SMFの今後の活動に活かしてまいります。創
る人、観る人、つなぐ人、それぞれの夢を結びながら、未知の水平線を目指
すTAKARABUNEの航海は続いて行きます。さまざまな垣根を越えて心
豊かに楽しむ場を、ご一緒に作ってまいりましょう。引き続きどうぞよろしく
お願いいたします。

TAKARABUNE 2024 担当 中村誠

TAKARABUNE 2024 漕ぎ出したアートのまつり 来場者アンケート集計結果報告



■ 幼年期（PRE SMF時代）
2002年 ヒアシンスハウスをつくる会、発足
2004年 ヒアシンスハウス竣工
2006年 さいたまアート懇話会
2007年 さいたまアートフォーラム研究会

■ 少年期
2008年度 SMF発足

平成20年度 文化庁「芸術拠点形成事業」（ミュージアムタウン構想の推進）
LINK! ミュージアムからアートの風を !!「風の記憶」…… アート竜巻フェスタ2008

2009年度　 平成21年度 文化庁「美術館 ･博物館活動基盤整備事業」
SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風2009

2010年度　 平成22年度 文化庁「美術館 ･歴史博物館活動基盤整備支援事業」
交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMFアート楽座 ･アートバンク2010

2011年度　 平成23年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」

2012年度　 平成24年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」

■ 青年期
2013年度　 SMFの組織化

（会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）
2014年度　 平成26年度 地域と共働した美術館 ･歴史博物館創造活動支援事業

あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」(衣 ･食 ･住をテーマにした3年計画の初年「住」)
　「アート長屋」建設

　　「アートのまつり」開催
2015年度　 平成27年度 地域の核となる美術館 ･歴史博物館支援事業

あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」(衣 ･食 ･住をテーマにした3年計画の２年目「衣」)
　「アート長屋」入居開始
　「宝船展Ⅰ」開催

2016年度　 平成28年度 地域の核となる美術館 ･歴史博物館支援事業
あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」（衣 ･食 ･住をテーマにした3年計画の最終年「食」）
　　「宝船展Ⅱ」開催
さいたまトリエンナーレ2016に参加
　「SMF学校」運営 

■ 成年期
2017年度　 組織化されたSMFの自立した活動の初年

　　「宝船展2018＠MOMAS」開催
2018年度 親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。

大宮アートフェスティバル2018で ｢ＳＭＦアートパーク」開催
　　入間市博物館ではSYUTAさんのワークショップに柴山さんの「電子音響ピープル」
　　北浦和の商店街に光るきたうらワンが現れたり、ハロウィンで「変身★自分仮面を作ろう」等々々

 　「宝船展2019＠MOMAS」開催
2019年度 埼玉県立近代美術館「MOMASのとびら」参加

　「フワリつばさで鏡の国を飛んでみよう」
　「美術館にぞうが遊びにきたぞう！」
　「化石発掘★簡単鋳造で古代の生き物をつくろう！」

　   「きたうらわアートウィーク 花 ･花 ･ 花」（北浦和西口ハッピーロード・ふれあい通り）参加
　   さいたま国際芸術祭2020公募プログラム「SMF宝船展2020」開催
　　宝船展 ON THE NET/ 宝船展 ＠雲をつかむ /宝船展 ＠MOMAS
　　（宝船展 ＠MOMASはコロナ禍による埼玉県立近代美術館閉館により残念ながら中止）

2020年度　 令和2年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業「SMF with コロナ」開催 
アート寺子屋 /アート井戸端 /宝船展＠アート長屋

「宝船展＠MOMAS 2021」（くもをつかむ）開催
2021年度　 令和 3年度オール埼玉で彩る文化プログラム公募事業

　「SMF アートコロニイプロジェクト - ヒアシンスハウス編」開催
埼玉県立近代美術館 MOMAS のとびらに協力
　「和紙を貼って貼って○ランプ ! □ランプ !」

入間市博物館 ALIT の連携館ワークショップに協力「身近なもので楽器（カホネレ）を作ろう！」
「宝船展＠MOMAS 2022」（くもをたがやす）開催

2022年度　 入間市博物館ALIT の連携館ワークショップに協力「『ひみつのたまご』をつくろう！」
令和4年度 社会とつながる文化芸術活動助成事業「アートの素・パントリー」開催
「TAKARABUNE 2023」（夢のかけらをくもにまく）開催

2023年度　 「TAKARABUNE 2024」（漕ぎ出したアートのまつり）開催

SMF 履歴書SMF履歴書
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